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1.初心者向け課題演習形式 2. Web of Science演習(初級編・中級編)














演習については、 Webof Science初級編は、附属図書館に依頼し、 getの会場で初級編とし
て通常附属図書館で行われている演習を行っていただきました。 1NSPECでは、メディアセ
ンターとの共催という形をとり、センターの技官の方に、技術的な説明をしていただきました。































Web of Scienceは、丁寧で分かりやすかったが、 INSPECはレベルが高くてよく分からな
かった。もっと実習の時間を増やすべき
もう 30分長くてもよ~'0また別の講座にも参加したい
他のデータベースに関しても講座を開いていってほしい
-講義について(要望)
年3、4回開講して欲しい
広告を見落としてしまいがち。その対策をして欲しい
実際にパソコンを触りながらの方が分かりやすい
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-その他感想
初心者向け課題演習は、解説のプリントが詳しいので独学でも十分
少人数で詳しく演習できるので有難い
9.平成15年度のget
平成14年度getの反省としては、以下の点が挙げられます。
-少人数制のため、数に限界がある
-広報不足
・自発的な参加者はともかく、大多数の学生にたいする初歩的な文献収集の講義の機会が
なかった
3番目の点に関しては、各図書室でケアできていれば問題はないのですが、結局、図書室に
よってかなりの差がありました。資料はホームページに置き、誰でもアクセスできる状態にし
てありましたが、学生からのアクセスを待っているだけでは弱し、ように感じます。
そこで平成15年度はまず4月から 6月に、各図書室ごとにサービス対象者にたいして、何ら
かの文献収集ガイダンスを行う方式としました。これは、工学研究科の桂キャンパスへの移転
が本格化して職員の負担が増えてきていること、また工学部等図書室のできるだけ多くの構成
員が関わることができるように配慮した結果でもあります。
get世話人は、外部との調整および講習資料や人の援助を行い、企画・立案は各図書室に任
せられ、それぞれが実情に合わせて運営していくようにしました。各図書室が、研究室に直接
声をかけるため、研究室と密に連携していくことができるという利点もあります。資料は昨年
度の演習資料をほとんど流用できるため、それほどの負担にはならないと考えられます。また
秋には昨年と同じように、外部講師を招いて講義を行う予定です。
10. 物理工学系図書室の場合
私の所属する物理工学系図書室では、学部 4 回生を対象に、ガイダンスを行~，ました。各研
究室に案内を出し、申し込みは研究室単位で受付けました。開催期間は 6月初旬から一か月と
し、時間は一時間程度で、人数は約 5人を目安に考えました。内容的には、簡単に地下書庫等
の図書室案内を行った後、昨年度の初級者向け演習の資料を元に、文献データベースの利用、
OPACの利用、電子ジャーナルの利用など文献入手までの一通りの流れを説明しました。た
だし端末台数の関係もあり、演習形式ではなく講義形式で行いました。
実際に取り組んでみると、研究室によっては院試後に本格的に研究を始めるとのことで、ほ
とんど論文を読んだことがないという学生もいましたが、そのあたりは相手に合わせて説明を
変えていきました。今までの所、総数55の研究室のうち、参加したのは22研究室、参加人数は
90人で全体人数の約三分のー強といった具合です。物理工学系だけで90人ですから、やはり広
範囲の学生に必要最低限のことを伝えるには、この各図書室が主体となって動く方法の方が向
いているようです。
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11.おわりに
今回のガイダンスの後にも、アンケートをその場で書いて提出していただきましたが、「正
直、こんなに有用な情報を教えてもらえると思わなかった」という感想を聞くと、嬉しい反面、
普段の図書館からの宣伝不足を感じました。
学生からの質問や、自発的に文献収集のためのテキストを手に取るのを待つだけで、はなく、
ガイダンスや講義、それに演習などを企画し、図書館側から学生、また教官に積極的にアピー
ルしてt¥く必要性を感じました。
最後に、工学部等図書室のホームページアドレスをご紹介いたします。
こちらに、今回ご報告した昨年度の演習資料、および今年度の各図書室の講習会開催予定な
どが掲載されていますO よろしければ、一度ご覧くださL、。
注
1 京都大学では、学術情報メディアセンター(旧大型計算機センター)のシステムでINSPEが提供さ
れており、センターと校費契約をしている研究室のみが利用できる体制となっている。
参考
慈道佐代子「利用者向け研修プロジェクト一一企画と実施例一一Jr情報の科学と技術J53(5)、2003、p.
263. 
京都大学工学部等図書室ホームページ
http:j jwww.mtl.kyoto-u.ac.jpjusersjlibraryjenghpjindex.htm 
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